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日本放送協会 理事会議事録 

               （平成２８年１１月 １日開催分） 

  

平成２８年１１月２５日（金）公表 

 

＜会 議 の 名 称＞ 

理 事 会 

 

＜会  議  日  時＞ 

 平成２８年１１月 １日（火） 午前９時００分～９時１５分 

 

＜出   席   者＞ 

籾井会長、堂元副会長、木田専務理事、森永専務理事・技師長、 

今井専務理事、坂本理事、安齋理事、根本理事、松原理事、 

荒木理事、黄木理事、大橋理事 

上田監査委員 

 

＜場         所＞ 

放送センター 役員会議室 

 

＜議        事＞ 

 籾井会長が開会を宣言し、議事に入った。 

 

付議事項 

 

１ 審議事項 

（１）公益財団法人放送番組センターへの出捐について 

（２）職務権限事項等の改正について 

 

２ 報告事項 

（１）考査報告 

（２）放送番組審議会議事録（資料） 
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議事経過 

 

１ 審議事項 

（１）公益財団法人放送番組センターへの出捐について 

（関連事業局） 

公益財団法人放送番組センター（以下、「センター」）への出捐（しゅ

つえん）について、審議をお願いします。 

センターは昭和４３年に設立され、平成元年の放送法改正を受けて平

成３年度から、ＮＨＫ、民放、横浜市の拠出による基金の運用益を財源

に、放送番組を収集・保管して一般の視聴者に供する「放送番組ライブ

ラリー事業」を行ってきました。 

 しかし、低金利の中で、基金の運用益のみによるライブラリー事業の

運営が困難となったことから、センターは１７年度以降、ＮＨＫと民放

に毎年出捐を要請しています。ＮＨＫは、センターの社会的意義を踏ま

え、民放と歩調を合わせて出捐要請に応じてきました。 

１９年度以降、ＮＨＫには毎年８,０８５万円の出捐要請がありました

が、センターは、２４年度に公益財団法人に移行したことを契機に「向

こう５年間の事業方針」を定め、２４年度の出捐額に比べ、２５・２６

年度は１０％削減、２７年度から２９年度までは３０％削減と、段階的

に削減することとしました。２８年度は、５,６５９万５,０００円の要

請がありましたので、この金額を出捐したいと考えます。 

 本件が了承されれば、１１月８日開催の第１２７１回経営委員会に諮

り、議決が得られれば、総務大臣に認可を申請します。 

 

（会 長）  ご意見等がありませんので、原案どおり了承し、次回の

経営委員会に諮ります。 

 

（２）職務権限事項等の改正について 

（経営企画局） 

職務権限事項等の改正について、審議をお願いします。  

今回は、関連団体管理に関する職務権限事項について改正するもので
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す。 

子会社管理体制の整備や所管部局との連携等について、関連事業局や

本部局の職務権限事項に明記します。 

本件が決定されれば、本日付で改正します。 

 

（会 長）  ご意見等がありませんので、原案どおり決定します。 

 

２ 報告事項 

（１）考査報告 

（考査室） 

平成２７年９月２６日から１０月２６日までの間に放送した、ニュー

スと番組について考査した内容を報告します。 

この期間に、国内放送番組では、ニュース２０項目、番組５７本の考査

を実施しました。 

 ニュースの主な項目としては、天皇陛下の“生前退位”などを検討す

る政府の有識者会議が初めて開かれたこと、ノーベル医学・生理学賞に

東京工業大の大隅良典栄誉教授が選ばれ、日本人のノーベル賞受賞が３

年連続となったこと、アメリカ大統領選挙が最終盤に入ったこと、熊本

地震から半年が経過した現在でも、地域住民の生活再建が課題となって

いることなどがありました。 

 番組では、日本の住宅が抱えるリスクに迫った、ＮＨＫスペシャル「あ

なたの家が危ない〜熊本地震からの警告」（１０月９日放送）、戦後の神

戸を舞台に、一人の母親として生きる道を模索しつつ、日本初の総合子

ども洋品店を築いたヒロインの姿を描く、連続テレビ小説「べっぴんさ

ん」の第１・２週（１０月３日～１０月１５日放送）、心筋梗塞などにつ

ながる深刻な脅威のメカニズムと対処法に迫った、ＮＨＫスペシャル

「“血糖値スパイク”が危ない ～見えた！糖尿病・心筋梗塞の新対策」

（１０月８日放送）、昆虫の生態・魅力に徹底的に迫る、「香川照之の昆

虫すごいぜ！ トノサマバッタ」（Ｅテレ・１０月１０日放送）などの番

組を考査しました。 

また、国際放送では、外国人向けテレビ国際放送「ＮＨＫワールドＴ

Ｖ」のニュース４項目と番組２本の考査を実施しました。考査したのは、

地震から半年が経った熊本と大分の復興の現状や外国人への情報発信の
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取り組み、火山や離島がある九州の自然や歴史文化など、九州の今を４

日間の中継やリポートで特集した「ＮＥＷＳＬＩＮＥ」ほか（日本時間

１０月１１日～１４日放送）や、２度の熊本地震で脱線した九州新幹線

の復旧作業の様子や第三セクター鉄道の復興への思いを紹介したＪａｐ

ａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ「Ｒａｉｌｗａｙｓ Ｂａｃｋ ｏ

ｎ Ｔｒａｃｋ」（日本時間１０月７日放送）などです。 

考査の結果、これらの一連のニュース・番組は、放送法、国内番組基

準、国際番組基準等に照らし、妥当であったと判断します。 

 

（３）放送番組審議会議事録（資料） 

編成局と国際放送局から、中央放送番組審議会、国際放送番組審議会、

全国の地方放送番組審議会（関東甲信越、近畿、中部、中国、九州沖縄、

東北、北海道、四国）の平成２８年９月開催分の議事録についての報告。 

 

注：放送番組審議会の内容は、ＮＨＫのホームページ「ＮＨＫオンライ

ン」の「経営情報」のなかに掲載しています。 

 

 

 

以上で付議事項を終了した。 

 

 

上記のとおり確認した。 

 

 

      平成２８年１１月２１日 

会 長  籾 井 勝 人 


